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もくぞうあみだにょらいざぞう　木造阿弥陀如来坐像国指定
所在地：味間奥

国指定
所在地：味間奥

来迎印
らいごういん

を結ぶ阿弥陀如来坐像
で、大きな肉髻

にっけい

に大ぶりな螺髪
らほつ

をもつ。面相やや厳しく、腹部
へかかる衣の皺

しわ

が深く誇張され
て彫られるなど古様を示す部分
もあるが、裳裾は浅く軽やかで、
また胸部や腹部に量感がなく、
平安時代中期の造像の流れを汲
むものの制作時期は後期に入っ
た頃と見られる。
この像は漆箔

しっぱく

が施され中央の
影響を受けているように感じら
れるが、頭部や衣の表現は丹波
地方に残る平安時代の薬師如来
像とも近似しており、当地方の
特色を備えている。
大国寺所在。
像高89㎝。

右手に戟を持ち、
左手は開いて腰にあ
てる。面相は歯を噛
みしめ目を見開き、
激しい怒りを表す。
甲の肩と腹前に獅噛

しか み

がある。両手先、足
下の邪鬼は後補によ
るものである。丹波
地方における神将像
の傑作である。
大国寺本堂所在。
ヒノキ造。
像高158㎝。

右手を腰に置き袖
を上方に翻し、左手
には戟を執り、足下
には後補の邪鬼を踏
む。甲は両肩と腹前
に獅噛があり、平安
時代神将像の特徴で
ある誇張された憤怒
の形相が表現される。
躍動感に溢れた優品
である。
大国寺本堂所在。
ヒノキ造。
像高154㎝。

木造増長天立像・木造持国天立像
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